
ウルシ種子はなぜ発芽しないのか？

る
種
子
の
中
に
は
、
発
芽
で
き
な
い
非
充

実
種
子
も
含
ま
れ
ま
す
。
非
充
実
種
子
は
、

充
実
種
子
に
比
べ
て
比
重
が
小
さ
い
（
＝

体
積
に
対
し
て
軽
い
）
と
い
う
性
質
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
性
質
を
利
用
し
、
水
や
食
塩
水
に

沈
め
て
浮
い
た
非
充
実
種
子
を
除
去
し
、

充
実
種
子
を
集
め
る
方
法
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で

は
、
塩
水
選
よ
り
高
い
割
合
で
充
実
種
子

を
得
る
こ
と
の
で
き
る
、
高
濃
度
の
シ
ョ

糖
水
溶
液
を
利
用
し
た
種
子
の
精
選
方
法

１　
は
じ
め
に

岩
手
県
の
漆
生
産
量
は
、
国
産
漆
の
約

８
割
を
占
め
、
近
年
、
国
宝
・
重
要
文
化

財
建
造
物
の
保
存
修
理
等
の
需
要
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
持
続
的
に
漆
を
生
産
す
る

た
め
に
、
ウ
ル
シ
林
造
成
に
不
可
欠
な
苗

木
の
安
定
供
給
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

県
内
で
生
産
さ
れ
る
苗
木
は
、
主
に
種

子
由
来
の
実
生
苗
で
す
が
、
ウ
ル
シ
育
苗

現
場
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
種
子
の
発

芽
率
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
般
的
に
、
種
子
の
発
芽
率
は
10
〜
20

％
程
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、
作
業
効
率
を

改
善
し
て
い
く
上
で
も
、
種
子
の
発
芽
率

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ウ
ル
シ
種
子
の
発
芽
に
関
す

る
知
見
を
紹
介
し
ま
す
。

２　
ウ
ル
シ
種
子
が
発
芽
し
な
い
要
因

ウ
ル
シ
種
子
が
発
芽
し
に
く
い
要
因
と

し
て
主
に
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①　
採
取
し
た
種
子
の
中
に
非
充
実
種
子

が
含
ま
れ
る
こ
と
。

②　
種
子
を
覆
う
ロ
ウ
に
よ
り
吸
水
が
阻

害
さ
れ
る
こ
と
。

③　
種
子
が
生
理
的
休
眠
の
性
質
を
も
つ

こ
と
。

ウ
ル
シ
種
子
の
発
芽
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
応
策
が
必
要

で
す
。
な
お
、
以
降
で
述
べ
る
発
芽
は
、

幼
根
が
種
皮
を
破
っ
て
出
る
現
象
（
図
１
）

の
こ
と
を
示
し
ま
す
。

３　
種
子
の
発
芽
率
向
上
へ
の
対
応
策

⑴　
充
実
種
子
の
選
抜

ウ
ル
シ
の
花
は
、
複
数
が
房
状
に
連
な
っ

て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
し
か
し
、
得
ら
れ

ウルシ種子はウルシ種子は
なぜなぜ

発芽しないのか？発芽しないのか？

図２　ウルシ種子の構造

写真１　ウルシの花（蕾、５月）

図１　ウルシ種子の発芽～芽生えの様子
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ウルシ種子はなぜ発芽しないのか？

を
考
案
し
ま
し
た
。

⑵ 
種
皮
の
ロ
ウ
の
除
去

ウ
ル
シ
種
子
は
ロ
ウ
を
含
む
種
皮
を
持

つ
た
め
、
発
芽
に
必
要
な
吸
水
が
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
、
図
２
に
示
す
吸
水
部
位
の

ロ
ウ
の
除
去
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ロ
ウ
を
除
去
す
る
に
は
、
濃
硫
酸
に
浸

す
方
法
が
一
般
的
で
す
が
、
濃
硫
酸
は
強

酸
性
で
あ
る
た
め
、
取
扱
い
に
注
意
が
必

要
で
す
。

濃
硫
酸
で
の
処
理
に
代
わ
る
方
法
と
し

て
、
木
灰
湯
に
浸
し
て
攪
拌
し
コ
ン
ク
リ
ー

ト
へ
こ
す
り
つ
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ペ
ン
チ
や
爪
切
り
で
種

皮
の
一
部
を
切
除
す
る
方
法
や
、
精
米
機

で
ロ
ウ
を
除
去
す
る
方
法
、
ミ
キ
サ
ー
に

種
子
と
水
を
入
れ
て
攪
拌
す
る
方
法
等
が

試
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶　
生
理
的
休
眠
の
打
破

生
理
的
休
眠
は
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
働

き
に
よ
り
、
種
子
の
成
長
が
抑
制
さ
れ
る

性
質
を
い
い
ま
す
。
発
芽
を
誘
導
す
る
た

め
に
は
、
特
定
の
環
境
（
光
、
水
、
温
度

等
）
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ウ
ル
シ
種
子
の
生
理
的
休
眠
を
打
破
す

る
た
め
に
は
、
低
温
下
で
種
子
に
吸
水
さ

せ
る
こ
と
や
、
低
温
と
高
温
の
状
態
で
繰

り
返
す
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
ま
す
。

４　
発
芽
促
進
の
実
施
例

当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
ウ
ル
シ
種
子
の

発
芽
促
進
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
中
旬
に
、
比
重
１
．２
３ 

０
（
１
０
０
ｇ
の
水
に
１
０
０
ｇ
の
シ
ョ

糖
を
溶
か
し
た
）
の
高
濃
度
シ
ョ
糖
水
溶

液
で
精
選
し
た
後
、
濃
硫
酸
処
理
を
30
分

間
行
い
、
水
洗
し
ま
し
た
。
そ
の
種
子
を

水
に
浸
し
、
３
〜
４
日
ご
と
に
水
を
換
え

な
が
ら
冷
蔵
庫
（
５
℃
）
に
４
週
間
静
置

し
ま
し
た
。
４
月
上
旬
に
、
処
理
後
の
種

子
を
セ
ル
ト
レ
イ
に
播
き
、
潅
水
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
換
気
等
を
行
い
な
が
ら
育
苗

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
播
種
か
ら
19
日
目
に
発
芽

が
始
ま
り
、
そ
の
後
１
ヶ
月
程
度
で
播
い

た
種
子
の
う
ち
81
％
が
発
芽
し
、
発
芽
率

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

５　
今
後
の
展
開

今
回
は
、
ウ
ル
シ
種
子
に
つ
い
て
、
発

芽
を
阻
害
す
る
要
因
と
対
応
策
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

ウ
ル
シ
育
苗
現
場
で
は
、
種
子
の
発
芽

率
が
低
い
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
育
苗
時
の

間
引
き
や
除
草
等
の
作
業
に
お
け
る
労
務

負
荷
が
大
き
く
、
作
業
の
効
率
化
が
図
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ウ
ル
シ
の
特
徴
と
し
て
、
育

苗
作
業
中
の
か
ぶ
れ
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
か
ら
の
栽
培

方
法
を
改
め
、
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
等
の
農

業
用
資
材
（
写
真
３
）
を
用
い
た
苗
木
生

産
工
程
の
導
入
を
図
り
、
作
業
の
効
率
化
、

省
力
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
も
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

写真３　黒ビニールマルチ・防草シートを用いた育苗状況

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
部

専
門
研
究
員
　
中
軽
米
　
聖
花

０
１
９
（
６
９
７
）
１
５
３
６

写真２　ウルシ種子の発芽（セルトレイ）
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